
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
散
歩
し
て

わ
か
っ
た
ポ
チ
の

顔
広
い
）
（
一
人
前

仕
事
じ
ゃ
な
く
て

言
い
訳
が) 

（
恐
る
べ
し

妻
の
仕
分
け
は

廃
止
の
み
）
（
言
っ
た
っ
け
？

と
ぼ
け
る
上
司
は

出
世
す
る
）

り
、
高
齢
化
社
会
と
し
て

大
き
な
課
題
だ｣

な
ど
と

述
べ
た
。

渋
谷
座
長(

立
川
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
労
組

中
央
執
行
委
員
長)

は
、

｢

今
年
で
３
年
目
と
な

る
。
来
年
は
医
療
・
介
護

報
酬
の
ダ
ブ
ル
改
定
と
な

る
が
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
医
療

介
護
の
人
材
不
足
が
言
わ

れ
る
が
、
人
材
を
確
保
し

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
連
合
の
役
員
か
ら
も

現
状
を
理
解
し
て
ほ
し

い｣

等
を
挨
拶
で
述
べ

た
。早

速
、
村
山
正
栄
氏

(

ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協
日
赤

労
組
長
岡
支
部
顧
問)

か

ら
、｢

医
療
・
介
護
保
険
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た
り
、｢

医
療
に
か
か
わ

る
課
題
の
情
報
交
換
を
は

か
っ
て
ほ
し
い｣

こ
と｢
厚

生
連
労
組
に
対
す
る
経
営

側
の
組
合
脱
退
勧
奨
や
不

当
労
働
行
為
救
済
を
求
め

る
賛
同
署
名
に
つ
い
て
、

仲
間
と
し
て
協
力
と
対
応

を
求
め
た
い｣

と
述
べ
る

と
と
も
に
、｢

医
療
・
介

護
は
切
実
な
問
題
で
あ

連
合
中
越
地
協
は
、

｢

中
越
地
域
医
療
部
門
連

絡
会
を
７
月

29
日(

土)

午
後
２
時
か
ら
、
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ
で
開

催
し
、
筒
井
連
合
新
潟
副

事
務
局
長
を
は
じ
め
、
中

越
地
協
エ
リ
ア
の
医
療
関

係
労
組
等
か
ら

24
名
が

出
席
し
た
。

矢
島
議
長
は
開
催
に
あ

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

報
告
や
経
費
支
払
な
ど
に

つ
い
て
も
、
同
日
開
催
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催
団
体
会

議
に
お
い
て
説
明
す
る
こ

と
等
を
確
認
し
た
。

開
催
日
が
間
近
に
迫
る

な
か
現
地
は
、
当
日
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
各
セ
ッ
シ
ョ

ン
団
体
機
材
確
認
、
日
々

の
追
加
申
込
み
対
応
等
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。

先
生
方
の
記
録
や
感
想
が

紹
介
さ
れ
、
領
土
問
題
に

対
す
る
日
本
国
内
で
の
認

知
度
が
低
い
と
指
摘
さ
れ

た
。
集
会
の
最
後
に
、
四

島
で
生
ま
れ
、
本
土
で
の

生
活
を
し
て
い
る
人
の
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

｢

早
急
に
解
決
を
」
と
訴

え
閉
会
と
な
っ
た
。

(

皆
川
幹
事)

進
捗
状
況
と
し
て
、
参
加

募
集
状
況
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

概
要
等
の
変
更
確
定
、
当

日
の
実
行
委
員
会
の
任
務

お
よ
び
地
協
幹
事
の
役
割

等
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
開
催
後
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
団
体
か
ら
の
実
施

外
交
が
重
要
と
述
べ
た
。

国
際
法
上
で
は
日
本
の

主
張
は
正
当
な
も
の
で
あ

り
、
歴
史
的
に
も
日
本
固

有
の
領
土
と
い
う
主
張
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
今
後
も
四

島
返
還
に
向
け
て
活
動
を

強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

集
会
の
最
後
に
は
、
四

島
を
訪
問
し
た
中
学
生
や

２
０
１
７
に
い
が
た

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー

ラ
ム

in
長
岡
第
３
回
実

行
委
員
会
が
、
８
月
７
日

(
月)

午
後
１
時

30
分
か

ら
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

長
岡
で
開
か
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
全
体
の

後
半
は
、
渋
谷
座
長
の

も
と
各
組
織
の
課
題
等
に

つ
い
て
、
８
組
織
代
表
か

ら
報
告
を
受
け
る
と
と
も

に
、
連
合
新
潟
の
課
題
対

応
等
に
つ
い
て
も
双
方
の

意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

会
議
後
は
、
会
場
を
移

し
て
、
懇
親
意
見
交
換
が

持
た
れ
、
各
組
織
課
題
に

つ
い
て
、
更
に
深
耕
し
た

有
意
義
な
情
報
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

還
に
向
け
た
交
渉
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
任
期
中
は
、
愛

国
心
や
大
戦
で
の
大
き
な

犠
牲
に
よ
る
戦
利
品
と

い
っ
た
国
内
向
け
の
宣

伝
、
四
島
に
対
す
る
経
済

的
な
援
助
に
よ
る
開
発
な

ど
、
自
国
領
土
と
し
て
の

定
着
を
図
る
た
め
の
政
策

を
進
め
て
い
る
た
め
四
島

返
還
は
困
難
な
状
況
と
い

え
る
こ
と
。
来
年
３
月
の

大
統
領
選
挙
後
も
プ
ー
チ

ン
政
権
が
続
く
こ
と
を
想

定
す
る
と
、
四
島
返
還
に

向
け
た
日
本
国
内
の
世
論

形
成
と
継
続
し
た
今
後
の

を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ

い
て｣

と
題
し
て
、
介
護

保
険
制
度
を
中
心
に
講
演

を
受
け
た
。

講
演
で
は
、
介
護
保
険

制
度
の
概
要
、
実
際
に
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
ま
で
の
手
続
き
、
認
知

症
と
成
年
後
見
人
制
度
等

に
つ
い
て

90
分
程
に
わ

た
り
説
明
を
受
け
た
。

７
月

15
日(

土)

万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
新
潟
県
民
会
議
「
平

成

29
年
度
総
会
・
県
民

大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
一
年
間
の

活
動
報
告
の
あ
と
、
次
年

度
も
北
方
領
土
返
還
に
向

け
た
各
種
啓
発
活
動
の
継

続
を
新
年
度
の
方
針
と
し

て
全
体
で
確
認
し
た
。

引
き
続
き
「
地
元
紙
で
見

る
４
島
の
現
状
と
今
後
の

領
土
交
渉
」
と
題
し
拓
殖

大
学
の
名
越
健
郎
教
授
か

ら
講
演
が
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
、
四
島
返
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連
合
中
越
地
協
「
中
越
地
域
医
療
部
門
連
絡
会
」

介
護
保
険
制
度
と
情
報
交
換
会

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
会
議
が
総
会
開
催

連
合
新
潟
か
ら
第

23
回(

臨

時)

中
央
執
行
委
員
会(

７
月
27

日)

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
発

信
が
あ
っ
た
▼
労
働
基
準
法
改

正
法
案
の
修
正
等
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
７
月
13
日

に
連
合
が
政
府
に
是
正
要
請
し

た
内
容
に
対
す
る
政
府
か
ら
の

回
答
の
取
り
扱
い
と
し
て
、｢

三

者
構
成
主
義
の
観
点
か
ら
、
本

件
修
正
の
み
の
政
労
使
合
意
を

模
索
し
た
が
、
こ
の
趣
旨
に
つ

い
て
の
一
致
点
は
現
時
点
で
見

い
だ
せ
な
い
。
よ
っ
て
、
政
労

使
合
意
の
締
結
は
見
送
る
こ
と

と
す
る｣

と
い
う
も
の
で
、
本
部

提
起
の
と
お
り
確
認
さ
れ
た
▼

中
央
執
行
委
員
会
で
は｢

今
回
の

件
で
失
わ
れ
た
組
織
内
外
か
ら

の
信
頼
は
並
大
抵
で
は
な
く
、

そ
の
回
復
に
向
け
た
本
部
の
指

導｣

、｢

す
べ
て
の
働
く
者
の
た

め
の
組
織
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
発
信
す
べ
き｣

等
の
意
見
が
出

さ
れ
、
神
津
会
長
は｢

当
面
、
認

識
の
共
有
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
組
織
運
営
や
情
報
発
信
な

ど
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

す
み
や
か
に
再
構
築
し
て
い
き

た
い
。
連
合
は
世
の
中
か
ら
重

み
を
持
っ
て
み
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
胸
に
叩
き
込
ん
で

い
き
た
い
。
民
主
的
な
議
論
の

も
と
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
た

め
の
運
動
を
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
発
言
し
た

と
発
信
し
た
▼
こ
の
件
に
つ
い

て
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
た
以
降

の
幹
事
会
で
も
疑
問
が
だ
さ
れ

た
。
報
道
に
対
す
る
受
け
止
め

は
、
同
様
に｢

全
て
の
働
く
者
の

代
表
と
称
す
る
は
ず
の
連
合
が

な
ぜ
？
」
と
い
う
こ
と
だ
。
あ

ら
た
め
て
、
連
合
評
価
委
員
会

最
終
報
告(

03
年)

を
読
み
返
し

て
み
た
。

事務局長

小林 守≪№255≫

   東蔵王２

２
０
１
７
に
い
が
た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
長
岡

第
３
回
実
行
委
員
会
で
準
備
状
況
等
最
終
確
認
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
女
子
会
と

言
わ
れ
て
覗
け
ば

敬
老
会
）
（
「
お
帰
り
」
に
「
な
さ
ぁ
い
」
が
付
く
と

何
か
あ
る
）
（
気
に
す
る
な

隣
の
芝
生

冬
に
見
ろ
）
（
霊
長
類
最
強
女
子
は

家
に
い
る)
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連合小千谷支部だより

８／５（土）小千谷地区労福協の活動として実施致

しました「第３回チャリティーコンペ in 当間」につ

いて報告いたします。

小千谷地区でのチャリティーコンペは、今回が３回

目の開催となります。小千谷地区労福協加盟会員を中

心にチャリティー募金による社会貢献や産別・組合員

相互のコミュニケーションを目的として開催いたしま

した。

当日は、物凄く暑い炎天下でしたが、熱中症に耐え

ながら楽しく交流をはかることができました。

また、参加者からいただいたカンパ金については、

日本赤十字社「平成29年7月大雨災害義援金」（九州北

部豪雨）に寄付をいたしました。

今後も労福

協として、楽

しく社会や地

域に貢献でき

るような活動

を展開してい

きたいと考え

ております。   


